
平成 30年 3月発行

第
47
号

発行	 府中市消防団
編集	 府中市消防団広報委員会
府中市行政管理部防災危機管理課内
TEL  042・335・4068（　　　　　　　 　 ）

【消防団出動件数（平成29年1月から12月まで）】
災害件数（誤報を含む）　　　　　　　　　　   ７０件
災害出動延べ人数　　　　　　　　　      ３，６８８人
その他出動（訓練など）件数　　　　　　　   １６９件
その他出動（訓練など）延べ人数　　　　  ３，９０５人

馬
場
　
一
記

田
中
　
良
和

大
川
　
　
守

福
原
　
由
晃

目
黒
　
昌
大

松
本
　
　
聡

森
村
　
　
充

西
川
　
正
隆

澤
井
　
　
薫

石
沢
　
拓
也

並
木
　
友
明

菊
池
　
伸
明

阿
部
　
敬
一

野
口
英
一
郎

赤
池
　
威
彦

野
口
　
富
嗣

中
村
健
太
郎

阿
川
　
　
猛

矢
ケ
崎
勝
彦

中
田
　
和
夫

第
８
分
団

第
９
分
団

第
９
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
14
分
団

第
15
分
団

第
16
分
団

第
16
分
団

第
17
分
団

第
7
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
17
分
団

第
17
分
団

第
15
分
団

団
本
部

班

長

副
分
団
長

班

長

部

長

副
分
団
長

部

長

班

長

部

長

部

長

団

員

副
分
団
長

分
団
長

副
分
団
長

分
団
長

副
分
団
長

副
分
団
長

副
分
団
長

副
分
団
長

分
団
長

副
団
長

池
田
　
克
則

金
井
　
敦
史

小
野
　
旬
平

松
橋
　
利
幸

橋
本
　
和
則

西
田
　
浩
典

加
藤
　
哲
雄

甲
坂
　
　
勇

岡
部
　
貴
紀

伊
藤
　
盛
敏

佐
野
　
博
昭

内
山
　
雄
太

香
川
　
　
淳

稲
垣
　
雅
道

加
藤
　
　
毅

相
澤
　
秀
吉

大
髙
　
英
樹

丸
山
　
　
透

牛
島
　
　
徹

田
中
　
告
宜

栁
　
　
竜
太

馬
塲
　
稔
郎

星
野
　
　
淳

佐
藤
　
隆
弘

中
村
　
善
隆

第
3
分
団

第
4
分
団

第
4
分
団

第
4
分
団

第
6
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
11
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

第
13
分
団

第
15
分
団

第
16
分
団

第
17
分
団

第
18
分
団

第
１
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
６
分
団

団

員

副
分
団
長

部

長

班

長

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

分
団
長

副
分
団
長

班

長

団

員

部

長

部

長

戸
塚
　
　
仁

岳
藤
　
洋
史

田
中
　
啓
友

内
野
　
祐
太

酒
井
　
敬
司

中
野
秀
一
郎

田
中
　
聖
士

関
根
　
一
成

新
井
　
竜
太

浦
野
　
恵
行

荒
巻
　
湧
作

山
田
　
勝
太

秋
山
賢
太
郎

大
室
　
　
元

町
田
　
拓
未

河
野
　
良
太

大
井
　
翔
太

中
島
　
達
朗

橋
浦
　
太
郎

石
阪
　
祐
太

毛
塚
　
宏
樹

松
村
　
祐
樹

野
村
　
泰
之

角
　
　
真
一

秋
元
　
一
修

第
2
分
団

第
2
分
団

第
2
分
団

第
3
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
５
分
団

第
６
分
団

第
６
分
団

第
７
分
団

第
７
分
団

第
８
分
団

第
９
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
10
分
団

第
12
分
団

第
12
分
団

第
14
分
団

第
14
分
団

第
16
分
団

第
18
分
団

第
２
分
団

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

団

員

部

長

　

新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ

る
府
中
市
消
防
団
出
初
式
が
、

平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）、府
中

公
園
に
お
い
て
大
勢
の
市
民
の

方
々
に
見
守
ら
れ
る
中
、盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
、消
防
団
の
勇

姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と
と
も

に
、団
員
に
と
っ
て
は
、日
頃
か

ら
の
操
法
訓
練
や
規
律
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、ご
臨
席
い
た
だ

い
た
方
々
か
ら
の
激
励
を
受
け
、

改
め
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た

め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
固
く

誓
い
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、22
台
の
ポ
ン

プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー
ド
、

ま
た
会
場
内
で
は
、睦
消
防
組
に

よ
る
伝
統
の
木
や
り
行
進
、梯
子

の
り
が
行
わ
れ
、観
客
を
魅
了
す

る
素
晴
ら
し
い
演
技
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
田
副
団
長
に
よ
る
半
鐘
を

合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、表
彰
で

は
高
野
市
長
か
ら
消
防
団
歴
15

年
の
団
員
の
方
々
に
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、本

間
団
長
か
ら
、永
年
勤
続
表
彰

と
し
て
消
防
団
歴
5
年
、10
年
、

15
年
、20
年
、25
年
、30
年
の
団

員
の
方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、佐
藤
府
中
消
防

署
長
よ
り
、優
良
分
団
表
彰
と
し

て
第
７
分
団
、第
８
分
団
、第
10

分
団
、第
12
分
団
、第
14
分
団
、

第
17
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、東
京
都
三
多
摩
消
防

団
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、優
良

分
団
と
し
て
第
13
分
団
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
団
員
と
し
て
長

年
ご
活
躍
い
た
だ
き
、平
成
29
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ

た
方
々
に
、総
務
省
消
防
庁
長
官

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
終
盤
に
は
、指
揮
車
を

先
頭
に
21
台
の
ポ
ン
プ
車
等
に

よ
る
分
列
行
進
、第
15
分
団
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
と
第
５
分

団
、第
８
分
団
、第
９
分
団
、第

10
分
団
、第
11
分
団
に
よ
る
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
28
日（
木
）～

30
日（
土
）に
歳
末
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、毎
年

12
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間
で

行
い
、警
戒
本
部
を
府
中
市
中
央

防
災
セ
ン
タ
ー
に
、分
所
を
各
防

災
セ
ン
タ
ー（
分
団
詰
所
）に
設

置
し
、消
防
ポ
ン
プ
車
、ホ
ー
ス

等
の
機
械
器
具
及
び
水
利
等
の

消
防
施
設
を
点
検
す
る
も
の
で

す
。ま
た
、各
分
団
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
警
戒
区
域
内
を
巡
回
し
、地
域

住
民
の
防
火
・
防
災
の
意
識
を
啓

発
す
る
た
め
の
広
報
及
び
出
火

防
止
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
野
市
長
、小
山
都
議

会
議
員
、藤
井
都
議
会
議
員
及
び

佐
藤
府
中
消
防
署
長
が
各
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察
を
２
日
間

に
分
け
て
行
い
、各
分
団
に
対
し

て
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

府
中
市
消
防
団

出
　
初
　
式

平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）府
中
公
園

歳
末
特
別
警
戒

永

年

勤

続

者

表

彰

５
年
勤
続
（
27
名
）

10
年
勤
続
（
20
名
）

15
年
勤
続
（
16
名
）

  

【
表
彰
を
受
け
て
】

　

昭
和
60
年
４
月
に
入
団
を

さ
せ
て
戴
き
、本
年
30
年
目
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
年
頭
を
飾
る

出
初
式
に
お
い
て
多
く
の
来

賓
が
ご
臨
席
の
中
、本
間
消

防
団
長
よ
り
30
年
永
年
勤
続

表
彰
を
戴
き
ま
し
た
。

　

永
き
に
渡
り
消
防
団
活
動

に
携
わ
れ
て
き
た
の
も
温
か

く
ご
指
導
頂
い
た
諸
先
輩
方
、

多
く
の
仲
間
や
後
輩
達
、地

域
の
方
々
、そ
し
て
な
に
よ

り
も
家
族
の
理
解
と
協
力
が

あ
っ
て
の
事
と
深
く
感
謝
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
今
、様
々
な
災
害
発
生

が
危
惧
さ
れ
る
中
、地
元
密

着
の
消
防
団
へ
の
期
待
が

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。市
民
生
活
の
安

心
・
安
全
を
守
り
、
こ
れ
か

ら
も
団
活
動
を
通
し
て
培
っ

《
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し・初
期
消

火
の
す
す
め
》

　

ご
家
庭
の
火
災
で
多
い
の
が
、

台
所
に
お
け
る
、天
ぷ
ら
油
火
災

で
す
。火
の
手
を
前
に
皆
さ
ん
な

ら
ば
ど
う
す
る
で
し
ょ
う
か
？

　

消
火
器
を
も
っ
て
き
て
、慌
て

ず
に
消
火
で
き
れ
ば
い
い
で
す
。

た
だ
し
、火
の
手
が
天
井
ま
で
達

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、素
人
で
は

な
か
な
か
消
せ
な
い
の
で
逃
げ

て
下
さ
い
。1
1
9
番
通
報
し
て

消
防
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
台

所
用
の
消
火
器
を
ご
用
意
い
た

だ
く
と
安
心
で
す
。
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〃

　

広
報
委
員
長    

東
部
ブ
ロッ
ク
長

東
部
広
報
委
員

〃〃〃

中
部
ブ
ロッ
ク
長

中
部
広
報
委
員

〃〃〃〃

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

西
部
広
報
委
員

〃〃〃〃
広
報
委
員
会
名
簿

て
き
た
様
々
な
体
験
を
活
か
し
、

「
愛
す
る
府
中
」の
防
火
・
防
災

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
貢
献

で
き
る
様
、気
持
ち
を
新
た
に
引

き
締
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

団
本
部　

副
団
長

　
　
　
　
　
　
　

  

中
田　

和
夫

府中市消防団

広

報

委

員コ

ラ

ム

長

向
井
　
博
文

石
川
　
郁
弥

狩
俣
　
堯
慶

第
1
分
団

第
1
分
団

第
2
分
団

団

員

団

員

団

員

20
年
勤
続
（
8
名
）

30
年
勤
続
（
1
名
）

25
年
勤
続
（
1
名
）

一斉放水 ポンプ車の分列行進

第 9分団巡察の様子

睦消防組による梯子のり
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4月1日（土）

入退団式

4月9日（日）
正副分団長研修
新入団員規律訓練
4月23日（日）

機関員操縦訓練

5月21日（日）

合同水防訓練

6月1日（木）

機関員交通安全講習会

6月18日（日）

親善ソフトボール大会

7月23日（日）

機関員操縦訓練

9月10日（日）

北多摩地区消防大会

10月8日（日）

健康増進大運動会

10月～11月中
普通救命講習
上級救命講習
11月3日（金・祝）

機関員運用訓練
11月9日（木）～
11月15日（水）
秋の火災予防運動

11月18日（土）

震災消防訓練

12月10日（日）
規律訓練

出初式予行演習
12月16日（土）

総合防災訓練①
12月28日（木）～
12月30日（土）
歳末特別警戒

1月7日（日）

出初式

1月23日（火）

文化財防火デー消防演習

2月4日（日）

家族慰安事業

2月25日（日）

総合防災訓練②
3月1日（木）～
3月7日（水）

春の火災予防運動

3月4日（日）

総合防災訓練③

平成 29 年度
活動内容

写 真 で み る 消 防 団 活 動

互助会事業
毎年、健康増進や分団の団結力を高める
ため、ソフトボール大会や健康増進大運
動会を行っています。また、日頃から消
防団員を支えている家族に喜ばれるよう
な事業を実施しています。

訓練･講習会
消防団は、いつ起こるかわからない災害な
どに備えて総合防災訓練をはじめとして様々
な訓練を行っています。また、消防団員とし
て必要な知識や技術を習得するために、消
防団独自に消防署に講師を依頼して救命講
習会やロープ結索講習会を行っています。

地域活動
各分団では、地域ごとに実施される防災
訓練の指導及び協力を行っています。
また、市内小中学校などに赴き、防災に
関心をもってもらえるような防災教育活
動を行っています。

▶消防ポンプ車の操作方法など
　について指導を受ける機関員
　運用訓練

◀震災消防訓練の中で実施した
　図上訓練

◀出初式の予行演習を
　兼ねた規律訓練

▶消防署と合同で実施した
　震災消防訓練

◀消防団独自で行う救命講
習会の応急救護

▶消防署員から指導を受
けるロープ結索講習会

◀第５分団による競艇場
　花火大会の警戒活動

▶第 2分団、第 3分団による府中第
二中学校 70 周年記念式典に伴う
操法演技披露

◀第 4分団による府中第十小学校
防災訓練の指導・協力

▶第 4分団による浅間町会
　防災訓練の指導・協力

◀第 12 分団が指導・協力した
　府中第四中学校防災訓練の
　起震車による地震体験

▶健康増進大運動会
　のリレー競技

◀健康増進大運動会で
　栄えある優勝を飾った
　第 11 分団の集合写真

▶健康増進大運動会の
　親子競技である大玉ころがし

◀延期日程で実施した
　新町小学校の避難所
　開設訓練

▶新町小学校避難所開設訓
練で披露した第 8分団によ
る放水演習


